
議案第63号 

   葛飾区地区計画及び防災街区整備地区計画の区域内における建築物の制限に関する

条例の一部を改正する条例    

 上記の議案を提出する。             

  平成24年９月18日 

                     提出者 葛飾区長 青 木 克 德   

 

（提案理由） 

 建築物の制限をする区域に四ツ木駅周辺地区防災街区整備地区計画の区域を追加するほ

か、所要の改正をする必要があるので、本案を提出いたします。 

 

   葛飾区地区計画及び防災街区整備地区計画の区域内における建築物の制限に関する

条例の一部を改正する条例 

 葛飾区地区計画及び防災街区整備地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例

（平成６年葛飾区条例第１号）の一部を次のように改正する。 

 第４条第１項に次のただし書を加える。 

  ただし、葛飾区長（以下「区長」という。）が良好な居住環境を害するおそれがない

と認める敷地については、この限りでない。 

 第６条の３の見出し中「特定建築物地区整備計画」の次に「等」を加え、同条第１項中

「特定建築物地区整備計画」の次に「又は防災街区整備地区整備計画（東京都市計画東立

石四丁目地区防災街区整備地区計画上の防災街区整備地区整備計画を除く。以下この条及

び第６条の７において同じ。）」を加え、同条第３項中「特定建築物地区整備計画」の次

に「又は防災街区整備地区整備計画」を加える。 

 第６条の７の見出し中「場合」の次に「等」を加え、同条中「第６条の３」の次に

「（第１項及び第３項を除く。）」を加え、同条に次の１項を加える。 

２ 建築物が、第６条の３（第２項を除く。以下この項において同じ。）の規定による制

限を受ける特定建築物地区整備計画又は防災街区整備地区整備計画の区域の内外にわた

る場合においては、当該建築物の全部について同条の規定を適用する。 

 別表第１に次のように加える。 
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東京都市計画四ツ木駅周辺地区防災街区整備地区計画 

 別表第２東京都市計画亀有駅東地区地区計画の項ウ欄を次のように改める。 

  

200平方メートル。ただし、東京都市計画道路補助線街路第136号線の都市計画道路

境界線から20メートルの範囲内に存する敷地については、この限りでない。 

200平方メートル 

 別表第２ウ欄中「。ただし、区長が良好な居住環境を害するおそれがないと認める敷地

については、この限りでない。」を削り、同表に次のように加える。 
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計画図に表示する壁面

の位置の制限を定める

部分に面する敷地上の

建築物について、建築

物の外壁又はこれに代

わる柱の面から道路の

境界線までの距離は、

0.5 メ ー ト ル 。 た だ

し、次のいずれかに掲

げるものについては、

この限りでない。 

１ 道路の隅切り部分

に面する建築物の部

分 

２ 渋江商店街沿道地

区の区域内に存する

防災生活道路東四つ

木５号、８号、14号

又は15号に面する建

築 物 の 部 分 で あ っ

て、区長が敷地の形

態上又は土地利用上

やむを得ないと認め

るもの 

  道 路 、 広 場

等 に 面 し て

設 け る 垣 又

は 柵 の 構 造

は 、 生 け

垣 、 フ ェ ン

ス 又 は 鉄 柵

と す る 。 た

だ し 、 高 さ

が0.6メート

ル 以 下 の 部

分 に つ い て

は 、 コ ン ク

リ ー ト ブ ロ

ッ ク 造 、 レ

ン ガ 造 、 鉄

筋 コ ン ク リ

ー ト 造 又 は

こ れ ら に 類

す る 構 造 と

す る こ と が

できる。 

   

   付 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 


